
倫理審査委員会議事録　平成２４年度第１回（平成２４年６月２６日）
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申請者
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判　定

受付番号４

課　題

申請者

判　定

研究概要

ポジショニング検討と関節可動域（他動・自動）運動を取り入れ、固縮や拘縮の
進行を予防することにより、これらの症状からくる疼痛が緩和し、食事場面・睡眠
状況・車椅子の乗車が安楽にできるかどうかを検討する。

看護師　浜田　和恵

条件付承認
研究説明書にこの研究結果の使用方法（内容）について追記すること。

入院当初より身体拘束されている患者のついて身体拘束カンファレンスを定期
的（1ヶ月に2回）行うことで、職員の身体拘束の緩和・時間の短縮に向けての意
識の変化を臨床倫理4分割法で分析する。

食事に音楽を取り入れ食事時間であることを認識させ、食事意欲の向上・自己
摂取量の増加が図れるか、表情の変化・行動・摂取量の差を比較検討する。

研究概要

看護師　玉川　由香里

研究概要
ほぼ毎日面会に来られる神経難病患者の配偶者に、患者への病気の告知から
現在に至るまでの思いや体験をインタビューし、患者の配偶者に対する必要な
ケアを検討する。

判　定

研究概要

判　定
条件付承認
同意書の様式を変更すること。同意撤回書を添付すること。研修説明書に倫理
審査委員会で承認を得ていることの旨を追記すること。

条件付承認
研究説明書に「倫理委員会で承認を得てる」旨を追記すること。

身体拘束をしている患者へのかかわりの変化について～定期的なカンファレン
スを通してのアプローチ～

食事に集中しない重症心身障害児（者）への音楽を取り入れた食事援助の検討

看護師　坂口　陽子

神経難病患者の告知から現在に至るまでの配偶者の思いの分析

条件付承認
研究説明書に選定理由、運動のためにかかる時間を追記すること。

パーキンソン病患者の慢性疼痛緩和に対する取り組み　ポジショニングと関節可動域運動を試みて

看護師　高森　澄子



受付番号５

課　題

申請者

判　定

理学療法士　大矢　陽介

研究概要

神経学的、循環器、呼吸器、整形外科的障害のない健常成人男女性36名に対
して無作為に体重の20%の免荷量で体重免荷歩行訓練を行う群と全荷重歩行
群の2つに分けてｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨｰで皮膚温の変化、筋電図にてH波、脳波計にてα
波を分析する。
条件付承認
研究説明書に倫理審査委員会で承認を得ている旨を追記すること。

健常成人における体重免荷歩行の皮膚温度変化と筋活動及び脳波の分析


